
齋
藤
市
政
で
失
わ
れ
る
福
祉
の
心

くらし応援の市政へくらし応援の市政へ
流れをかえる共同を流れをかえる共同を
住民犠牲いっぱいの新年度予算に反対住民犠牲いっぱいの新年度予算に反対

日本共産党飯塚市議団日本共産党飯塚市議団日本共産党飯塚市議団

住
民
負
担
増
・
サ
�
ビ
ス
低
下

図
書
館
を
民
間
委
託

市
立
保
育
所
と
し
て
残
す
の
は
「
１
か
所
程
度
」

頴
田
病
院
は
無
償
譲
渡

地
元
の
産
業
振
興
策
う
す
く

農
業
後
継
者
対
策
予
算
、
た
っ
た
14
万
円24億7000万円を投ずる鯰田工業団地

づくりの用地（４月）

企
業
誘
致
補
助
金
は
巨
額

ぬ
ぐ
い
き
れ
な
い
不
透
明
感

広
が
る
ム
ダ
づ
か
い

一般会計541億円

　
合
併
か
ら
３
年
目
。
飯
塚
市

の
新
年
度
予
算
は
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
市
長
は
、「
お
金
が
な
い
」

と
い
い
ま
す
が
、
日
本
共
産
党

市
議
団
の
追
及
に
よ
っ
て
、
ム

ダ
づ
か
い
や
不
透
明
な
予
算
が

浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。
く
ら

し
を
応
援
す
る
清
潔
な
市
政
め

ざ
し
力
を
あ
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
教
育
の
中
立
性

　
保
て
る
の
か

　
市
立
図
書
館
は
４
月
か
ら

民
間
委
託
（
指
定
管
理
者
制

度
）
に
な
り
ま
し
た
。
再
考

を
求
め
る
請
願
署
名
（
約
４

５
０
０
人
）
を
省
み
な
い
も

の
で
、
図
書
選
定
を
は
じ
め

教
育
の
中
立
性
が
守
ら
れ
る

か
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
麻
生
グ
ル
ー
プ
を

　
特
別
あ
つ
か
い

　
市
立
頴
田
病
院
と
養
護
老

人
ホ
ー
ム
（
愛
生
苑
）
の
無

償
譲
渡
は
、
麻
生
グ
ル
ー
プ

を
特
別
あ
つ
か
い
す
る
も
の

で
す
。

　「
周
辺
部
の
切
捨
て
か
」

　
不
安
ひ
ろ
が
る

　
頴
田
地
区
で
は
、
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
や
プ
ー
ル
、
筑

穂
地
区
で
は
、
内
野
小
の
学

童
保
育
所
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
支
所
の
市
職
員
が
大

幅
に
減
ら
さ
れ
て
お
り
、
地

元
か
ら
は
、「
周
辺
部
切
捨

て
が
広
が
る
の
で
は
な
い
か
」

と
、
不
安
の
声
が
あ
が
っ
て

い
ま
す
。

　
つ
き
ま
と
う
不
透
明
感

　
市
立
鯰
田
保
育
所
の
民
営

化
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
市
長
は
、「
公

立
と
し
て
残
す
の
は
１
か
所

程
度
」
と
言
い
放
ち
ま
し
た
。

　
75
か
所
あ
る
浄
水
施
設
の

管
理
運
営
は
、
市
発
注
工
事

を
め
ぐ
る
談
合
疑
惑
が
残
る

水
道
機
工
に
民
間
委
託
し
た

ま
ま
で
す
。
ど
う
し
て
も
不

透
明
感
が
つ
き
ま
と
い
ま
す
。

　

　
申
請
し
て
な
い
企
業
に

　
補
助
金
１
５
７
７
万
円

　
企
業
誘
致
関
連
で
は
、
今

年
度
だ
け
で
約
９
億
８
０
０

０
万
円
を
投
入
。
鯰
田
工
業

団
地
開
発
を
含
め
る
と
、
こ

こ
数
年
の
う
ち
に
数
十
億
円

の
投
入
に
な
り
ま
す
。

　
新
し
い
企
業
立
地
促
進
補

助
金
制
度
で
は
、
申
請
も
し

て
い
な
い
特
定
企
業
の
名
称

を
上
げ
て
１
５
７
７
万
円
を

予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
名
古
屋
事
務
所
の

設
置
に
１
２
２
０
万
円
を
使

い
ま
す
。
今
後
、
５
年
間
に

３
社
誘
致
す
る
と
い
う
の
が

福
岡
県
に
届
け
た
目
標
で
す
。

ど
う
し
て
も
必
要
な
事
務
所

と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
後
継
者
対
策
を
つ
く
り

　
必
要
な
予
算
を

　
い
っ
ぽ
う
、
農
業
関
連
予

算
の
う
ち
、
後
継
者
対
策
は

わ
ず
か
14
万
４
０
０
０
円
（
Ｊ

Ａ
へ
の
補
助
金
）
で
す
。
無

策
と
い
う
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
中
小
商
工
資
金
貸

付
の
た
め
の
予
算
が
大
幅
に

減
っ
て
い
ま
す
。
希
望
者
は

多
い
の
に
、
貸
付
件
数
は
年
々

減
少
し
昨
年
度
は
わ
ず
か
１

件
で
す
。
納
税
証
明
書
の
提

出
義
務
付
け
の
緩
和
が
必
要

で
す
。

　
仕
事
の
確
保
と
雇
用
増
大

を
は
か
る
な
ら
、
地
元
の
商

工
業
、
農
林
業
の
振
興
に
こ

そ
予
算
を
投
入
す
べ
き
で
す
。

住民犠牲いっぱいの新年度予算に反対

市議会解散に続く、さまざまな請願署名や市長との懇談など

小学校入学前までに拡充
子ども医療費無料制度

来年４月から新規運行へ
コミュニティバス

６万人の署名が２回も
市立病院スタート

飯塚市議団
ニュース

市民のがんばりで一歩前進市民のがんばりで一歩前進
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福祉

教育

商工

農林

商工振興費
農業後継者育成14万円
畜産業費24万円

企業誘致関連予算
●鯰田工業団地造成
　９億5400万円
●名古屋事務所1220万円
●企業立地促進補助金1577
万円（新規）

日本共産党立案の意見書案
（２つとも賛成多数で可決）

●米海兵隊の少女暴行事件に関する意
見書

●海上自衛隊イージス艦の衝突事故に
関する意見書

ゆいかんじ市議　
主な論戦
・代表質問
・後期高齢者医療
・市立病院スタート
・図書館の民営化

川上　直喜市議　
主な論戦
・予算特別委員会
・部落解放同盟補助金
・行財政改革と市財政
・新型インフルエンザ

 

「
お
金
が
な
い
」
と
い
っ
て

市
民
に
痛
み
を
お
し
つ
け
て
い

る
齋
藤
市
長
。
児
童
扶
養
手
当

ま
で
差
押
え
る
や
り
方
は
許
せ

ま
せ
ん
。
ム
ダ
を
削
れ
ば
子
ど

も
の
医
療
費
無
料
は
、
小
学
６

年
生
ま
で
実
施
で
き
ま
す
。

宮
嶋
つ
や
子

前
市
議
会
議
員

  

幸
せ
の
た
め
に
こ
そ

  

高
齢
者
、
子
ど
も
の

　
子
ど
も
医
療
費
無
料
の
対

象
が
４
月
か
ら
、
小
学
校
入

学
前
ま
で
に
広
が
り
ま
し
た
。

子
育
て
世
代
の
切
実
な
願
い

が
反
映
し
た
も
の
で
す
（
資

格
証
明
書
世
帯
で
は
申
請
が

必
要
）。

　
日
本
共
産
党
は
公
約
実
現

め
ざ
し
、
さ
ら

に
、
小
学
６
年

生
ま
で
広
げ
る

よ
う
に
が
ん
ば

り
ま
す
。

　
筑
豊
労
災
病
院
が
４
月
か

ら
、
市
立
病
院
と
し
て
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
国
が
廃
止

方
針
を
発
表
し
た
あ
と
、
６

万
人
を
こ
え
る
署
名
が
２
回

に
わ
た
っ
て
集
ま
り
、
存
続

を
求
め
る
世
論
が
大
き
く
高

ま
り
ま
し
た
。　

病
院
運
営
は

民
間
委
託
と
な

り
ま
し
た
が
、

医
療
水
準
を
確

保
し
、
病
院
を

守
る
市
民
の
共

同
が
大
切
で
す
。

　
来
年
４
月
か
ら
、
全
市
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
走
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
二
瀬

自
治
会
連
合
会
の
市
長
懇
談
、

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
た

く
さ
ん
の
要
望
が
あ
が
り
、

一
歩
前
進
し
ま
し
た
。

　
運
行
計
画
づ

く
り
に
住
民
の

意
見
を
反
映
さ

せ
る
取
り
組
み

が
大
切
に
な
っ

て
い
ま
す
。

市民のがんばりで一歩前進

　
市
立
鯰
田
保
育
所
を
民
営
化

　
齋
藤
市
長
の
強
引
な
や
り

方
に
み
ん
な
び
っ
く
り
。
保
育

の
充
実
よ
り
、「
ま
ず
民
営
化
」

が
先
に
あ
り
ま
し
た
。

　
市
立
鯰
田
保
育
所
の
民
営

管
理
運
営
は
、

透
明
感
が
つ
き
ま
と
い
ま
す
。

　75歳以上の高齢者を対象にした新
しい医療制度に、不安と怒りが大き
く広がっています。
　３月の市議会に出された後期高齢
者医療制度の関連議案。日本共産党
市議団は「中止・撤回せよ」の立場

から厳しく批判し、ゆいかんじ議員
が、本会議で反対討論をしました。
　公明党市議団は、一般会計予算案
の賛成討論の中で、「今後のあり方
を見守りたい」と容認する立場を表
明し、関連議案に賛成しました。

高齢者いじめ 後期高齢者医療制度を中止・撤回せよ

市 議 会 レ ポ ー ト

くらし応援の市政へ
流れをかえる共同を



�
く
ら
し
応
援
の
市
政
�
で
こ
そ
財
政
再
建
も

「株式会社 飯塚市の創業」　　とは何か
市民にとっては「痛み」拡大の始まり

（　  ）齋藤
 市長

行財政改革大綱
実施計画を策定

総合計画を策定
公立保育所民営化へ

　「
株
式
会
社
飯
塚
市
の
創
業
」
を
さ
け
ぶ
齋
藤
市
長
は
、
行
財
政
改
革

を
口
実
に
、
住
民
と
市
職
員
を
犠
牲
に
す
る
や
り
方
を
ど
ん
ど
ん
進
め
て

い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
そ
の
一
方
で
、
見
通
し
の
な
い
工
業
団
地
づ
く
り
を

す
す
め
、
不
透
明
な
同
和
団
体
補
助
金
を
温
存
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
求

め
る
改
革
に
逆
行
す
る
も
の
で
す
。
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
く
ら
し
応

援
の
市
政
で
こ
そ
、
財
政
再
建
も
進
む
と
主
張
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

合併１年目（2006年度）
●敬老祝金を大幅削減（穂波ほか）
●健康診断料の自己負担導入
●学童保育負担増（穂波・頴田→有料化、
筑穂→値上げ）
●火葬料有料化（筑穂園）
●生活保護見舞金を廃止

合併２年目（2007年度）
●国民健康保険税を引上げ
（市民負担増５億６千万円）
●長寿祝金を廃止、縮小
●鯰田保育所の民営化を決定
●市立幼稚園通園バス有料化（庄内、頴田）
●各種手数料値上げ

合併３年目（2008年度）
●市立図書館（中央、筑穂、圧内）を株式
会社図書館流通センターに委託
●養護老人ホーム（愛生苑）を麻生グループ
に移譲
●筑豊労災病院を市立病院にしたのに、地
域医療振興協会に委託
●内野小学校（筑穂）の児童クラブを廃止
●庄内農業加工所（豆腐工房ほか）の利用料
引き上げ
●市立頴田病院を麻生グループに移譲
●頴田学校給食センターを廃止

住
民
と
市
職
員
犠
牲

長
寿
祝
金
廃
止
・
縮
小
、
手
数
料
値
上
げ
、

支
所
職
員
は
じ
め
職
員
の
大
幅
減
…

63
億
３
千
万
円

視点を変えれば
お金はあります

児童クラブ無料化
5390万円あれば実施できます。穂波、頴田は
合併前まで、飯塚も10年前まで無料でした。
利用者は、現在1802人と増えています。

保育料５千円引下げ （1人当り）
1450万円あれば、１人当り５千円引き下げら
れます。保育所に通う子どもは2913人です。

35人学級の拡充
1億 2500万円あれば、小学校６年生まで実施
できます。（４月から３年生までに）

子どもの医療無料化拡充
1億 2000万円あれば、対象を小学６年生まで
広げられます。（4月から入学前までに）

同和団体補助金
●5100万円（部落解放同盟、同和会）　同和行政終結
が全国の流れです。市単独で財政出動する理由は
ありません。

人権同和啓発事業委託
●2900万円（人権ネットいいづか）　税金を出して
わざわざ委託する必要はありません。

名古屋事務所
●1220万円 新設する必要はありません。

企業立地補助金（新規分）
●1000万円 最高１億2000万円（５ヵ年）まで交付す
るメリットは見えません。

遠賀川もぐり橋（市負担分）
●1900万円 急がなければならない理由はありませ
ん。

観光協会補助金（人件費増分）
●370万円 「なぜ税金を投入するのか」―市はまと
もな説明ができません。

たとえば

１１億億25002500万円万円

ムダを削れば、子育て支援がもっと進みます

「お金がない」といいながら、不透明・ムダが

部落解放同盟補助金

４７３７ ９  ５４００
鯰田工業団地づくり

　部落解放同盟への団体補助金は
4737 万円（今年度）です。大半は団
体幹部など特定個人に対する支出に当
てられます。
　2006 年度の補助金は約 5632 万円。
市の資料によると、使途の明細が不明
なものがいっぱいです。約500万円を
かけた研修は、期間、行先、参加人数
がほとんど不明のまま。「飯塚市長選
挙齋藤守史氏出陣式 25000 円」「松本
友子出陣式（選対事務所）73000 円」
の支出もあり、法違反の疑いが指摘さ
れます。
　同和行政は、すでに国は終結してお
り、同和団体補助金は必要ありません。

↑部落解放同盟の補助金問題
を追及した日本共産党市議団
の議会質問と市の答弁を知ら
せる市議団ニュース27号

　鯰田工業団地づくり（右図参照）
には、今年度９億5400万円、完
成までに総額24億７千万円（支
払い利息含む）をつぎ込む計画
です。工業団地は周辺自治体に、
計画中を含めてあり余るほどあり、
市長は、「地域間競争を勝ち抜く」
というばかりで、「本当に必要
なのか」の質問には答えられま
せん。
　企業誘致で雇用拡大といいま
すが、「お金がない」と叫ぶ市
長が、展望が見えないまま巨額
の財政投入を急ぐのはなぜでし
ょうか。不透明さが目立ちます。

　飯塚リサーチパークづくり（幸
袋地区）では、土地が売れず、
借金返済に税金を47億７千万円
もつぎ込んだことがあります。
それでも市長は「失敗ではない」
と言い張ります。何の反省もな
いまま、借金を重ねるやり方は
まともではありません。

展望みえ展望みえ
ないままないまま

使途明細使途明細
不明でも不明でも

今年度 万円 万円億

展望みえ
ないまま

使途明細
不明でも

しん
　 ぶん赤旗 をお読み下さい お申し込みは 緯 0948-22-6783

日本共産党嘉飯地区委員会まで
日刊紙　月2900円
日曜版　月 800円

３
年
間

１億2500万円


